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３月９日　本会議

（閉会中の委員会報告、議
会・委員会の構成など）

３月10日　本会議

　　　　　（議案の審議・議決など）

３月11日　総務生活常任委員会

　　　　　産業建設常任委員会

３月12日　教育厚生常任委員会

３月15日　産業建設常任委員会協議会

３月16日　本会議

　　　　　（一般質問　４名）

３月17日　本会議

　　　　　（一般質問　３名）

３月23日　本会議

　　　　　（委員長報告、その他議案）

市長提出議案（42件）

条例関係　　14件（すべて可決）

予算関係　　20件（すべて可決）

その他議案　８件（すべて承認・可決・同意）

議員提出議案（17件）

委員会報告　２件（５ページ参照）

意見書　　　５件（すべて可決）

選挙　　　　６件（指名推選　当選決定）

その他議案　４件（すべて可決）

その他議案

請願・陳情　３件（12ページ参照）

那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
基
本
条
例
を
制
定

　

市
民
と
行
政
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
安
全
で
安
心
な
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
、
基
本
原
則
や
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め

制
定
す
る
も
の
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
民
間
委
託
さ
れ
ま
す

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
民
間
委
託
に
よ
り
、

市
直
営
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
民
間

の
３
法
人
へ
委
託
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
那
珂
市

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
を
廃
止
し
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
認
定
基
準
に

「
肝
臓
機
能
障
害
」
が
加

わ
り
ま
し
た

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
施

行
規
則
に
つ
い
て
身
体
障

害
者
認
定
基
準
の
「
内
臓

の
機
能
障
害
」
に
、
新
た

に
「
肝
臓
機
能
障
害
」
が

加
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
福
祉
費
受

給
者
の
う
ち
、
ひ
と
り
親

の
受
給
資
格
要
件
に
つ
い

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
に
な
る
と
資
格

を
失
っ
て
い
ま
し
た
が
、

他
の
受
給
資
格
者
と
の
公

平
性
を
保
つ
観
点
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
を
、
ひ
と
り
親
医
療

福
祉
費
の
受
給
対
象
者
」

と
す
る
内
容
に
な
り
ま
し

た
。

協働のまちづくり説明会（菅谷地区）
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本　会　議

平成22年第１回定例会
（３月９日～３月23日）

議案件数と結果

条

例

制

定
・
改

正

協働のまちづくり推進基本条例が制定

補正予算など承認・可決
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本　会　議

人 事

議会構成が以下のとおり決まりました
（◎委員長、○副委員長）

議長　須藤　博 副議長　石川　憲男

総務生活常任委員会 産業建設常任委員会

教育厚生常任委員会 議会運営委員会

◎海　野　　　徹　　○内　山　さき子
須　藤　　　博　　　君　嶋　寿　男
笹　島　　　猛　　　加　藤　直　行
木　内　良　平

◎先　﨑　　　光　　○萩　谷　俊　行
助　川　則　夫　　　雨　川　和　幸
福　田　耕四郎　　　石　川　利　秋
海　野　　　進　　　會　澤　貞　美

◎小　沼　博　恭　　○蝦　名　純　子
中　庭　正　一　　　間　宮　　　一
石　川　憲　男　　　木　村　静　枝
中　村　　　健

◎内　山　さき子　　○間　宮　　　一
海　野　　　徹　　　先　﨑　　　光
小　沼　博　恭　　　助　川　則　夫



人

事

那
珂
市
監
査
委
員
の
選
任

に
同
意

　
　

　

助
川　

則
夫　

議
員

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
議
員
の
当

選
決
定

　

須
藤　
　

博　

議
員

　

海
野　
　

徹　

議
員

大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合

議
会
議
員
の
当
選
決
定

　

須
藤　
　

博　

議
員

　

石
川　

憲
男　

議
員

　

海
野　
　

徹　

議
員

　

君
嶋　

寿
男　

議
員

　

笹
島　
　

猛　

議
員

　

木
内　

良
平　

議
員

茨
城
北
農
業
共
済
事
務
組

合
議
会
議
員
の
当
選
決
定

　

萩
谷　

俊
行　

議
員

　

先
﨑　
　

光　

議
員

　

海
野　
　

進　

議
員

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
の
当

選
決
定

　

小
沼　

博
恭　

議
員

那
珂
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
委
員
の
選
任

に
同
意

綿引　光男 氏
（菅　谷）
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本　会　議

補 正 予 算

▼一般会計
　２, ７１０万４千円の増額→
　　　　　　総額１８２億４, ５１２万１千円
　協働のまちづくり推進事業などの増額です。

▼国民健康保険特別会計（事業勘定）
　２４２万１千円の減額→
　　　　　　総額５２億６，８９３万円
　退職被保険者等療養給付費の減額などによる
ものです。

▼下水道事業特別会計
　９, ５６３万７千円の減額→
　　　　　　総額２４億８, ２６４万９千円
　公共下水道整備事業などによる減額です。

▼公園墓地事業特別会計
　２１８万５千円の増額→
　　　　　　総額１, ２９８万５千円
　一般会計繰出金の増額によるものです。

▼農業集落排水整備事業特別会計
　４, ３８７万５千円の減額→
　　　　　　総額６億３, ９９６万１千円
　農業集落排水整備事業の減額などによるもの
です。

▼介護保険特別会計（保険事業勘定）
　２, ３０６万７千円の増額→
　　　　　　総額３０億７，５９０万１千円
　介護給付費準備基金積立事業の増額などによ
るものです。

▼介護サービス事業特別会計
　１５６万８千円の増額→
　　　　　　総額２３８万３千円
　一般会計繰出金の増額などによるものです。

▼上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計
　１, ９００万円の増額→
　　　　　　総額１億９，８８０万円
　区画整理事業費の増額などによるものです。

▼後期高齢者医療特別会計
　２, ４６５万８千円の減額→
　　　　　　総額４億１, ３３４万２千円
　広域連合納付金の減額によるものです。

　　　　　　

　平成２１年度補正予算（増７，２９２万４千円、減１億６，６５９万１千円）
を原案どおり可決



商工業の振興について
　　　　　　工業振興計画の策定を

産 業 生 活 常 任 委 員 会

調査完了

　

当
委
員
会
で
は
、
商
工

業
の
振
興
に
つ
い
て
調
査

研
究
す
る
た
め
、
６
回
の

審
議
と
先
進
地
の
「
長
野

県
小
布
施
町
」
の
取
り
組

み
を
研
修
視
察
し
ま
し

た
。

　

商
工
業
の
現
状
に
つ
い

て
は
、「
ま
ち
づ
く
り
三

法
」
が
改
正
さ
れ
、
大
型

店
の
郊
外
出
店
に
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

過
去
20
年
間
に
、
大
型

流
通
企
業
が
競
い
合
い
、

郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
は
全
国
く
ま
な
く

出
店
し
、
現
在
は
飽
和
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
不

採
算
店
舗
の
撤
退
も
始
ま

り
、
地
域
の
住
民
が
再
び

従
来
の
商
店
街
で
買
い
物

を
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、

商
店
街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
て
、
商
工
業
の
振
興
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項
を

定
め
、
そ
の
基
盤
の
強
化

や
健
全
な
発
展
を
促
進

し
、
商
工
業
の
振
興
と
調

和
の
と
れ
た
地
域
社
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

市
と
商
工
業
者
の
責
務
や

市
民
の
役
割
を
あ
き
ら
か

に
し
、
商
工
業
の
振
興
に

取
り
組
む
た
め
「
商
工
業

振
興
条
例
」
を
制
定
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

那
珂
市
は
平
坦
地
で
水

資
源
も
豊
富
で
あ
り
、
交

通
網
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
自
然
災
害
も

少
な
く
、
立
地
条
件
と
し

て
優
れ
て
い
る
那
珂
市
へ

の
優
良
企
業
誘
致
活
動
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
事

が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
ま

た
、計
画
さ
れ
て
い
る「
工

業
振
興
計
画
」
も
意
欲
的

に
策
定
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
市
執
行
部
に
提

言
し
、
調
査
完
了
と
す
べ

き
も
の
と
し
ま
し
た
。

継続調査

原
子
力
安
全
対
策
特
別
委
員
会

調
査
事
項

１ 

住
民
の
安
全
確
保
に
関
す
る
事
項

２ 

周
辺
の
環
境
保
全
に
関
す
る
事
項

３ 

原
子
力
安
全
協
定
に
関
す
る
事
項

４ 

核
融
合
研
究
施
設
に
関
す
る
事
項

５ 

そ
の
他
関
連
す
る
事
項

　

調
査
内
容
は
、
原
子
力

事
業
所
の
ト
ラ
ブ
ル
報
告

及
び
気
体
廃
棄
物
の
放
出

状
況
に
つ
い
て
、
執
行
部

よ
り
説
明
を
求
め
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　
原
子
力
事
業
所
の
ト
ラ
ブ

ル
報
告

　

原
子
力
事
業
所
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ

ル
や
事
故
が
報
告
さ
れ
る

が
、
小
さ
な
事
故
が
重
な

っ
て
大
事
故
に
発
展
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
事
故

報
告
書
の
中
で
、
施
設
や

環
境
へ
の
影
響
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
単

純
ミ
ス
や
マ
ン
ネ
リ
化
に

よ
っ
て
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
報
告
で

す
ま
し
て
良
い
の
か
、
危

険
に
対
す
る
認
識
が
緩
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

那
珂
市
議
会
で
は
、
全

議
員
に
よ
り
原
子
力
安
全

対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
お
り
、
住
民
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
も
抗

議
を
す
る
必
要
が
あ
る
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
当

委
員
会
と
し
て
、
原
子
力

関
連
事
業
所
及
び
文
部
科

学
省
等
、
国
に
対
し
抗
議

文
を
提
出
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

原
子
力
安
全
協
定
に
基
づ
く

気
体
廃
棄
物
の
放
出
状
況

　

原
子
力
事
業
所
の
気
体

廃
棄
物
の
放
出
状
況
に
つ

い
て
は
、
各
事
業
所
に
お

い
て
放
出
管
理
目
標
値
を

下
回
っ
て
い
た
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
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委　員　会



常
任
委
員
会
の
審
議
内
容

　

総
務
生
活
常
任
委
員
会

の
審
議
の
中
で
、
市
民
税

や
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民

税
に
つ
い
て
は
企
業
経

営
の
不
振
や
雇
用
情
勢

等
、景
気
低
迷
を
考
慮
し
、

８
・
１
％
減
で
計
上
し
て

お
り
、
た
ば
こ
税
に
つ
い

て
は
増
税
に
伴
い
10
％
程

度
の
増
で
計
上
し
て
い
る

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

委
員
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
公

共
施
設
に
整
備
さ
れ
て
い

る
が
使
い
方
が
分
か
ら
な

い
の
で
は
意
味
が
な
い
の

で
、
事
業
所
や
団
体
も
含

め
研
修
の
機
会
の
提
供
や

Ｐ
Ｒ
方
法
を
考
慮
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
無
人

駅
が
多
数
あ
り
、
地
元
で

清
掃
、
電
気
代
を
負
担
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
管
理
等
に
対
し

予
算
化
し
て
い
る
駅
も
あ

る
の
で
、
公
平
に
予
算
化

す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
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予 算 審 議

平成２２年度各種会計予算
２８９億５，５７５万円を可決

会計区分 予算額 会計区分 予算額
一般会計 167億9,000万円 介護保険特別会計（保険事業勘定） 32億3,000万円
国民健康保険特別会計（事業勘定） 52億6,200万円 上菅谷駅前地区土地区画整理事業

特別会計 1億8,100万円老人保健特別会計 　　60万円
下水道事業特別会計 20億8,800万円 後期高齢者医療特別会計 4億2,300万円
公園墓地事業特別会計 970万円 那珂地方公平委員会特別会計 45万円
農業集落排水整備事業特別会計 9億7,100万円 合　　　　計 289億5,575万円

収支区分 予算額 収支区分 予算額

収 益 的 収 支 収　　入 11億2,707万円 資本的収支 収　　入 5,343万円
支　　出 11億0,810万円 支　　出 4億5,191万円

款名称 22年度当初 前年比
市税 67億7,099万円 ▲1億8,646万円
地方交付税 32億1,000万円 1億6,100万円
国庫支出金 17億3,232万円 4億5,776万円
市債 16億5,696万円 ▲2億4,419万円
県支出金 10億3,246万円 7,473万円
地方消費税交付金 4億1,147万円 ▲5,860万円
諸収入 3億9,681万円 ▲4,993万円
繰入金 3億1,188万円 ▲8,734万円
分担金及び負担金 3億0,022万円 752万円
地方譲与税 2億8,700万円 ▲3,010万円
繰越金 2億5,000万円 ▲5,000万円
使用料及び手数料 2億0,210万円 422万円
地方特例交付金 9,598万円 2,565万円
自動車取得税交付金 7,060万円 ▲760万円
利子割交付金 2,441万円 ▲663万円
財産収入 1,139万円 ▲137万円
交通安全対策特別交付金 900万円 0万円
株式等譲渡所得割交付金 871万円 481万円
配当割交付金 619万円 ▲345万円
ゴルフ場利用税交付金 151万円 ▲2万円

合　　　計 167億9,000万円 1,000万円

平成22年度　各種会計予算

平成22年度　水道事業会計予算

平成22年度　一般会計予算（歳入内訳） ▲は減額



　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
審
議
の
中
で
は
、
道
の

駅
整
備
事
業
に
基
本
計
画

策
定
の
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ま
だ
議
会

の
了
解
が
十
分
に
得
ら
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
予
算
計
上
の
経
過
等

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

予
算
執
行
に
当
た
っ
て

は
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

議
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る

ま
で
は
、
予
算
の
執
行
を

留
保
す
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

未
登
記
道
路
整
理
事
業

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

未
登
記
道
路
整
備
推
進
チ

ー
ム
を
設
置
し
、
５
地
区

に
分
け
て
交
渉
に
あ
っ
た

て
お
り
、
３
年
間
の
事
業

計
画
の
中
で
81
筆
51
人
の

未
登
記
道
路
の
解
消
を
図

っ
て
い
く
と
の
答
弁
で
し

た
。

　

農
業
集
落
排
水
整
備
鴻

巣
Ⅱ
期
地
区
の
事
業
採
択

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

国
・
県
と
の
協
議
は
済
ん

で
い
る
が
、
採
択
通
知
は

き
て
い
な
い
と
の
答
弁
で

し
た
。
委
員
よ
り
採
択
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

の
審
議
の
中
で
は
、
学
校

管
理
費
に
つ
い
て
、
質
疑

が
あ
り
、
施
設
の
補
修
等

に
関
し
て
は
、
要
望
調
査

を
行
い
、
現
地
確
認
を
し

た
上
で
危
険
箇
所
な
ど
必

要
な
箇
所
に
関
し
て
は
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
規
模
改
修
の
場

合
、
工
事
費
に
計
上
す
る

た
め
、
計
画
的
に
実
施
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
の

答
弁
で
し
た
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
利
用
者
減
に
よ
る
予

算
減
額
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
今
ま
で
は
家
族
と

同
居
し
て
い
る
方
で
、
日

中
独
居
に
な
る
方
も
対
象

と
し
て
い
た
が
、
経
済
的

に
困
っ
て
い
な
い
と
い
う

判
断
に
よ
り
対
象
と
し
な

い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
し

か
し
、配
食
に
関
し
て
は
、

個
人
の
申
込
み
に
よ
り
市

と
同
じ
も
の
を
業
者
か
ら

受
け
る
事
は
で
き
る
と
の

答
弁
で
し
た
。

　

介
護
予
防
普
及
啓
発
事

業
で
支
払
っ
て
い
る
委
託

料
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
を
設
置

し
て
お
り
、適
切
な
運
営
、

公
正
中
立
性
を
保
ち
事
業

を
行
っ
て
い
る
か
等
に
つ

い
て
審
査
を
し
て
い
る
と

の
答
弁
で
し
た
。

産業建設常任委員会の審議風景

教育厚生常任委員会の審議風景 総務生活常任委員会の審議風景

� 那珂市議会だより №�4

予 算 審 議

款　名　称 22年度当初 前　年　比
民生費 49億6,977万円 5億9,556万円
土木費 24億8,250万円 4億7,836万円
総務費 22億1,036万円 1億6,527万円
公債費 19億9,104万円 ▲2億9,907万円
教育費 18億4,207万円 ▲7億9,905万円
衛生費 12億4,686万円 ▲751万円
消防費 8億7,471万円 1,739万円
農林水産業費 7億8,197万円 ▲1億3,693万円
議会費 2億0,615万円 ▲902万円
商工費 1億6,955万円 427万円
予備費 1,500万円 73万円
諸支出金 1万円 0万円
災害復旧費 1万円 0万円

合　　　計 167億9,000万円 1,000万円

平成22年度　一般会計予算　(歳出内訳) ▲は減額
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一般質問　Q & A

　

最
近
、
安
い
住
宅
を
求

め
る
相
談
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

雇
用
情
勢
が
悪
く
、
賃
金

が
低
過
ぎ
て
住
宅
を
借
り

ら
れ
る
状
況
に
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

国
の
住
宅
政
策
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
と
く
ら
べ
、

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
過
ぎ
ま

す
。
公
営
住
宅
建
設
補
助

を
削
り
、
家
賃
補
助
に
つ

い
て
は
廃
止
。
借
地
借
家

法
を
改
悪
し
、
定
期
借
家

制
度
で
居
住
権
を
骨
抜
き

に
し
、
安
心
し
て
住
め
る

家
さ
え
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

衣
食
住
は
人
間
が
生
き

て
い
く
上
の
基
本
で
す
。

市
と
し
て
の
住
宅
政
策
を

伺
い
ま
す
。

　

民
間
ア
パ
ー
ト
に
入
居

す
る
低
所
得
者
に
家
賃
を

補
助
す
る
制
度
を
創
設
し

て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　

建
設
部
長　

今
ま
で
の

市
営
住
宅
建
設
の
起
債
償

還
が
10
年
以
上
か
か
り
、

そ
れ
以
後
に
つ
い
て
、
ど

う
い
う
形
に
市
営
住
宅
を

整
理
し
て
い
く
か
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
長　

民
間
の
貸
し
家

は
、
確
か
に
余
っ
て
い
ま

す
。
市
が
家
賃
の
補
助
を

す
れ
ば
、
民
間
の
貸
し
家

の
持
ち
主
も
い
い
し
、
入

居
者
に
も
喜
ば
れ
る
の
で

自
分
的
に
は
い
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

道
の
駅
に
つ
い
て
、
20

年
11
月
に
茨
城
県
か
ら
話

が
あ
り
、
21
年
６
月
定
例

会
で
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
半
年
以
上

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
議
会
や
常
任
委
員
会

に
対
し
何
の
説
明
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
議
会
に

諮
り
、
打
診
し
て
い
く
手

段
を
順
次
と
っ
て
い
く
の

が
手
順
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
整
備
配
置
構
想

に
つ
い
て
、
面
積
的
・
地

形
的
に
み
て
本
当
に
道
の

駅
に
ふ
さ
わ
し
い
で
す

か
。

　

庁
舎
の
利
活
用
よ
り
環

境
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

瓜
連
支
所
は
、
集
会
場
で

あ
る
公
共
施
設
の
ら
ぽ
ー

る
、
教
育
の
場
で
あ
る
学

校
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
所
に
道
の

駅
が
適
切
な
の
か
、
よ
く

判
断
し
、
環
境
を
最
優
先

に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

市
長　

当
初
か
ら
検
討

委
員
会
を
つ
く
る
べ
き

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
現
在
に
お
い
て
は
、

要
望
等
に
沿
っ
て
、
議
会

を
含
め
た
検
討
委
員
会
を

設
立
し
、
十
分
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

道
の
駅
整
備
は
環
境
を
最
優
先
に

検
討
委
員
会
で
十
分
検
討
す
る

低
所
得
者
に
家
賃
の
補
助
制
度
を

入
居
者
に
も
貸
し
主
に
も
い
い
の
で
は

木村静枝 議員

質問事項
１　民間アパートに入居する

人に対する家賃の補助制

度の創設を

２　公職選挙においての投

票、開票の改善を

福田耕四郎 議員

質問事項
１　道の駅について

２　行政のあり方について

瓜連支所周辺

平成21年市営住宅抽選者内訳

募集月 空き戸数 団地名 応募者数 募集倍率

３月 ２棟 静 駅 前 9名 4.50倍

11月

１棟 上 宿 西 2名 2.00倍

３棟 かしま台 4名 1.33倍

２棟 鷺 内 12名 6.00倍

１棟 鴻 巣 12名 12.00倍

２棟 静 駅 前 11名 5.50倍

計 11棟 　 50名 4.54倍

テニスコート

瓜連小学校

瓜連支所付属庁舎

瓜連グラウンド

らぽーる

庁舎敷地

ＪＡ直売所
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一般質問　Q & A

　

私
は
平
成
14
年
度
の
議

会
に
お
い
て
、
那
珂
核
融

合
研
究
所
施
設
建
設
に
当

り
所
の
内
遺
跡
に
お
け
る

国
民
共
有
の
遺
産
で
あ
る

貴
重
な
埋
蔵
文
化
財
を
破

壊
、
散
逸
、
隠
滅
に
至
ら

し
め
た
。
そ
こ
で
何
故
文

化
財
保
護
法
に
基
づ
き
適

切
な
処
置
を
講
じ
な
か
っ

た
の
か
と
正
し
た
。
こ
の

様
な
中
、
市
は
原
研
西
地

区
を
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と

決
定
し
た
が
那
珂
研
側
は

西
地
区
に
所
の
内
遺
跡
が

存
在
す
る
が
、
建
設
発
生

土
の
受
け
入
れ
場
所
は
遺

跡
が
存
在
す
る
場
所
を
回

避
し
て
選
定
し
た
と
回
答

さ
れ
た
。
そ
こ
で
21
年
３

月
議
会
に
お
い
て
再
度
記

録
保
存
の
為
の
発
掘
調
査

を
提
言
し
た
。
試
掘
調
査

の
結
果
遺
構
や
遺
物
等
が

検
出
さ
れ
た
が
、
検
出
さ

れ
た
遺
物
及
び
紀
元
前
何

千
年
頃
の
も
の
か
。ま
た
、

厚
生
施
設
の
敷
地
に
お
い

て
も
核
融
合
研
究
所
同
様

に
破
壊
、
散
逸
、
隠
滅
等

に
至
ら
し
め
た
の
で
は
な

い
か
伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

検
出
さ
れ

た
縄
文
土
器
は
約
４
５
０

０
年
前
の
物
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
厚
生
施
設
に

つ
い
て
も
所
の
内
遺
跡
に

近
い
の
で
破
壊
、
隠
滅
等

の
可
能
性
は
否
定
で
き
ま

せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
は
市
内
に

お
い
て
も
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
少
子
化
の
大
き
な

要
因
と
言
わ
れ
る
晩
婚

化
・
未
婚
化
の
抑
止
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
き
ま
し
た
か
。

　

今
後
、
未
婚
の
男
女
が

出
会
う
機
会
と
し
て
「
い

ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」（
市
か
ら
年

間
４
８
７
０
０
円
の
負
担

金
支
出
）
の
活
用
促
進
や

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
独
自
事
業
と
し
て
行

っ
て
い
る
「
結
婚
相
談
事

業
」
へ
の
支
援
を
強
め
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
生
活
部
長　

市
で

は
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き

た
た
め
、
晩
婚
化
・
未
婚

化
抑
止
と
い
う
観
点
か
ら

の
取
り
組
み
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て

周
知
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

結
婚

相
談
事
業
で
は
こ
れ
ま
で

に
８
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。
10
名
の
シ

ル
バ
ー
会
員
が
相
談
の
対

応
を
し
て
お
り
、
広
報
等

で
事
業
周
知
の
支
援
を
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
の
婚
活
支
援
は

広
報
等
で
結
婚
相
談
事
業
の
周
知
を

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
、
保
存
、
活
用
を

埋
蔵
文
化
財
に
対
す
る
適
切
な
対
応
を

先﨑　光 議員

質問事項
１　少子化対策としての婚活

支援について

２　文化財の保存と活用につ

いて

石川利秋 議員

質問事項
１　那珂核融合研究所西地区

（ストックヤード）ついて

所の内遺跡試掘調査

結婚相談事業のチラシ
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一般質問　Q & A

　

平
成
17
年
に
食
育
基
本

法
が
施
行
さ
れ
、
同
年
第

４
回
定
例
会
で
学
校
給
食

に
地
元
食
材
を
活
用
す
る

こ
と
や
食
育
推
進
の
窓
口

を
は
っ
き
り
さ
せ
、
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
を
提
言
し
ま
し

た
。
現
在
、
健
康
推
進
課

が
窓
口
と
な
り
、
平
成
21

年
２
月
に
那
珂
市
食
育
推

進
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

計
画
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
食
育
推
進
委
員
会

を
開
き
継
続
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
委
員
会
は
設
置
さ

れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。
又

学
校
給
食
で
の
地
元
農
産

物
の
使
用
割
合
と
、
教
育

フ
ァ
ー
ム
や
食
農
教
育
の

実
施
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

平
成

22
年
度
の
早
期
に
関
係
各

課
と
外
部
委
員
か
ら
な
る

推
進
委
員
会
を
設
置
し
ま

す
。

　

教
育
次
長　

使
用
割
合

は
那
珂
セ
ン
タ
ー
で
23
・

４
％
、
瓜
連
セ
ン
タ
ー
で

29
・
９
％
で
す
。
教
育
フ

ァ
ー
ム
は
す
べ
て
の
小
学

校
で
趣
旨
に
沿
っ
た
体
験

を
行
っ
て
お
り
、
中
学
校

で
も
体
験
の
機
会
を
設
け

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

産
業
部
長　

食
農
教
育

の
場
と
し
て
、
芳
野
の
農

産
工
房
で
、
農
産
物
加
工

の
た
め
の
多
く
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
都
道
府
県
か
ら

市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
が

進
展
し
、
ま
た
法
令
に
よ

り
新
た
な
事
務
が
位
置
付

け
ら
れ
、
市
町
村
の
役
割

が
一
層
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
き
た
。那
珂
市
で
は
、

平
成
23
年
度
に
農
地
転
用

許
可
と
開
発
許
可
等
の
許

認
可
権
が
移
譲
さ
れ
る
。

許
認
可
を
め
ぐ
り
、今
後
、

不
当
要
求
の
発
生
が
予
想

さ
れ
る
。
以
前
の
議
会
に

お
い
て
私
が
提
唱
し
た
不

当
要
求
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
、
平
成
19
年
10
月
作
成

さ
れ
た
が
、
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　

危
機
管
理
監　

不
当
要

求
に
つ
い
て
は
、
組
織
と

し
て
毅
然
と
対
応
す
る
た

め
、
課
長
級
以
上
の
職
員

を
不
当
要
求
責
任
者
と
し

て
公
安
委
員
会
に
登
録

し
、
警
察
や
暴
力
追
放
セ

ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
、

不
当
要
求
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
対
応
す
る
。

　

総
務
部
長　

不
当
要
求

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知

に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て

外
部
研
修
を
受
け
さ
せ
る

な
ど
、
不
当
不
法
な
行
為

に
対
し
て
、
毅
然
と
対
応

で
き
る
職
員
の
育
成
を
図

っ
て
い
き
た
い
。
警
察
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
組

織
全
体
で
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

権
限
移
譲
に
伴
う
不
当
要
求
の
対
策
は

警
察
と
連
携
し
組
織
全
体
で
対
応
す
る

食
育
推
進
委
員
会
は
設
置
さ
れ
た
の
か

平
成
22
年
度
の
早
期
に
設
置
す
る

蝦名純子 議員

質問事項
１　食育について

２　読書環境と国民読書年に

ついて

海野　徹 議員

質問事項
１　小宅市政の総括について

２　道の駅構想について

３　教育行政について

４　職務遂行の在り方について

５　危機管理体制について

６　トリアージについて

不当要求に対応する危機管理監（右）とグループ長（左）

瓜連小学校の田植え体験活動
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請願・陳情の審査結果

３件の請願・陳情を審査しました。

請願陳情意見書

意見書を提出

「選択的夫婦別姓を認める民法の一部
改正」に反対を求める意見書提出に

関する陳情書
　審議の内容は、今の世の中を見てみると、子供

の虐待が多く出ている中で、家族というあり方に

ついてもう一度絆を深め、結びつきを強めるべき

で、一つの籍で家族をつくること、家族の結びつ

きを強めることが大事だと思うとの意見が出され

ました。

　また、これを認めた場合、母子家庭の増加とい

う方向へ流れやすくなってしまうのではないかと

危惧するとの意見が出されました。

　採決の結果、全員異議なく、採択とすべきもの

と決定しました。

（総務生活常任委員会）

陳情者

　取手市桑原512－1

　　大橋　幸雄　外４名
採 択

永住外国人への地方参政権付与の
法制化に反対する陳情

　審議の内容は、日本に帰化せず参政権の付与を

求めているものであり、その人達の意向で地方自

治体の首長や議会議員を選ぶことには、国家安全

保障の観点より危険な部分もあるのではないかと

の意見が出されました。

　外国人への参政権付与は世界でも30カ国ぐら

いしか得られていない現状や、国民主権が失われ

る可能性もあり慎重に考えなければならない問題

であるので、永住外国人の参政権の法制化には反

対するとの意見が出され、採決の結果、全員異議

なく採択とすべきものと決定しました。

（総務生活常任委員会）

陳情者

　日立市平和町1－4－5 

　　日本の心を育む会

　　　代表　吉村　進　外16名
採 択

米価の下落に歯止めをかけ、再生産
できる米価の実現を求める請願

　審議の内容は、米戸別所得補償モデル事業にお

いて、米の補償単価を１俵あたり全算入生産費に

引き上げることは当然です。また、請願の趣旨、

内容は理解できるとの意見が出されました。

　採決の結果、全員異議なく、採択とすべきもの

と決定しました。

（産業建設常任委員会）

請願者

　日立市十王町伊師3026

　　農民運動茨城県連合会

　　県北農民センター

　　　代表　根本　陽一

採 択

「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のＮＰＴ再検
討会議での採択に向けた取組を求める意見書
（意見書要旨）
　人類史上最初の原子爆弾の惨禍を経験した広島
市は、この悲劇が再び起きることがないよう、全
世界に対し一貫して核兵器の廃絶と世界恒久平和
の実現を訴え続けてきました。
　核兵器廃絶を早期実現するためには、明確な期
限を定め、各国政府が核兵器廃絶に取り組む必要
があります。このため平和市長会議では2020年
までに核兵器を廃絶するため「ヒロシマ・ナガサ
キ議定書」が2010年のＮＰＴ再検討会議で採択
されることを目指しています。
　よって、国会及び政府におかれては、趣旨に賛
同し、同議定書を議題として提案していただくと
ともに、採択に向け、各国政府に働きかけていた
だくよう強く要望します。

意見書提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣
　総務大臣、外務大臣
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５件の意見書を議決し、関係機関へ提出しました。

意　見　書

意見書を提出

「選択的夫婦別姓を認める民法の一部改正」
に反対を求める意見書

（意見書要旨）
　今日、選択的夫婦別姓に関する国民世論は分か
れており、国民的合意には至っていません。
　選択的夫婦別姓制度が導入されることになれ
ば、夫婦の一体感の希薄化、ひいては、離婚が容
易に出来る社会の形成に繋がることが懸念されま
す。のみならず親子別姓や場合によっては兄弟別
姓をもたらすこともあり、子供に与える影響を鑑
みれば我が国の将来に大きな禍根を残すことにな
ると危惧するものであります。
　家庭の重要性が叫ばれる今日、必要なのは社会
と国家の基本単位である家族の一体感の再認識であ
り、家族の絆を強化する施策ではないでしょうか。
　以上の内容を踏まえ、政府に、婚姻制度や家族
の在り方に極めて重大な影響を及ぼす「選択的夫
婦別姓を認める民法の一部改正」に反対を強く求
めるものであります。

意見書提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

永住外国人への地方参政権付与の法制化に
反対する意見書

（意見書要旨）
　鳩山民主党連立政権は現在、永住外国人に国民
固有の権利である参政権、特に地方参政権を付与
する法整備を行おうとしている。
　しかし、日本国民ではない永住外国人に対し、
地方公共団体の議会の議員及び長の選挙権等を付
与することは、憲法上問題があると言わざるを得
ない。
　また、外国人に投票権が付与されることになれ
ば、国益が対立するケースでは我が国の国益が損
なわれ、そうでない場合でも一般日本人住民の意
思が選挙結果に正しく反映されなくなるおそれが
ある。
　一方、帰化し日本人となったならば選挙権が行
使できるのであり、現状で何ら問題はない。
　よって、政府におかれては、永住外国人への地
方参政権付与に関する法律を制定することのない
よう強く要望する。

意見書提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣
　総務大臣、法務大臣、外務大臣

県水道料金の値下げを求める意見書
米価の下落に歯止めをかけ、再生産できる

米価の実現を求める意見書
（意見書要旨）
　県民のくらしは底なしの悪化が続いています。雇
用者報酬はマイナスが続き、家計所得が改善される
見通しもたっていません。
　「高い水道料金を何とかして欲しい」との切実な
声にこたえ、県は県西広域水道の基本料金を平成22
年４月から値下げすることを明らかにしました。
　値下げ理由について①借金の繰り上げ償還で利息
軽減効果が見込まれる②欠損金が解消し、今後も安
定した経営が見込まれる③受水市町から料金値下げ
の強い要望があることをあげています。この理由は
県南広域水道、鹿行広域水道、県中央広域水道も同
じ状況であり、全県的な値下げを強く要望します。
　また、新政権は、八ツ場ダム等の見直しを明らか
にしました。県は「中止になれば、負担金の返還を
求める」と言明しています。中止の場合は、負担金
の返還を求め、水道料金の値下げに活用していただ
けますよう要望し、意見書を提出します。

意見書提出先
　茨城県知事

（意見書要旨）
　米価下落に歯止めがかからず、米流通が深刻な
停滞をきたしています。
　米価の下落に歯止めをかけ、価格と需給を安定
させることは、「米戸別所得補償モデル事業」の
成否を左右するため、緊急対策が不可欠であると
考えます。下記の事項について意見書を提出しま
す。

１　「米戸別所得補償モデル事業」の補償単価を
１俵、１万6497円相当に引き上げること。
２　備蓄100万㌧に対する不足分16万㌧に加え、
集荷円滑化対策米を買い入れた10万㌧、超古
米19万㌧を主食用途以外に処理し、備蓄米45
万㌧を生産費価格水準で買い入れること。
３　ミニマムアクセス米の受け入れ時の公約を守
り、主食用のＳＢＳや需要のないミニマムアク
セス米の輸入を削減すること。

意見書提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣
　農林水産大臣、財務大臣、外務大臣
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議 会 日 誌
１月 ２月

13日
15日
19日
20日
25日

広報編集委員会
議会運営委員会
産業生活常任委員会
広報編集委員会
水戸梅大使来庁（下写真）

４日
５日
８～
９日
10日

全員協議会
第２回県議長会議員研修会
議員会研修
（栃木県旧藤岡町みちの道みかも：下写真）
原子力安全対策特別委員会

平成22年第２回定例会開会予定

表
紙
に
寄
せ
て

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委

員

長　

木
村
静
枝

　

副
委
員
長　

蝦
名
純
子

　

委　
　

員　

萩
谷
俊
行

　

委　
　

員　

海
野　

徹

　

委　
　

員　

君
嶋
寿
男

　

委　
　

員　

石
川
憲
男

　

委　
　

員　

石
川
利
秋

　

原
子
力
安
全
対
策
特
別

委
員
会
は
、
４
月
21
日
に

事
象
の
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
、
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
る
原
子
力

事
業
所
（
３
箇
所
）
に
対

し
、
抗
議
文
を
手
渡
し
ま

し
た
。
ま
た
、
監
督
官
庁

の
出
先
機
関
で
あ
る
、
原

子
力
安
全
保
安
院
（
経
済

産
業
省
）、
茨
城
原
子
力

安
全
管
理
事
務
所
（
文
部

科
学
省
）
に
対
し
、
原
子

力
事
業
所
の
安
全
管
理
体

制
等
に
つ
い
て
、
監
督
の

徹
底
強
化
を
要
望
し
ま
し

た
。

議会の傍聴について
　那珂市議会では、議会の本会議・常任委員会を
公開しております。
　傍聴をご希望のかたは、事前に会議の開催日や
時間をご確認の上、おいでください。傍聴の手続
きは、所定の用紙に住所・氏名を記入していただ
き、傍聴券の交付を受けるだけです。お気軽にお
いでください。

３月定例会の傍聴者数 103 名 （延べ人数）

　この会期日程は、議案件数や一般質問者数によ

って変更になる場合があります。

　日程の変更や詳細については、議会事務局や議

会ホームページでもご案内いたしております。お

気軽にお電話、お立ち寄りください。

　また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、

5月21日（金）までにお願いいたします。

月日 曜 議　事　予　定

6・ 1 火

本会議
○開会
○継続調査案件の委員長報告
○請願・陳情の委員会付託など

6・ 2 水
本会議
○議案審議など

6・ 3 木 常任委員会

6・ 4 金 常任委員会

6・ 7 月 本会議（一般質問）

6・ 8 火 本会議（一般質問）

6・ 9 水 本会議（一般質問）

6・11 金
本会議
○委員長報告など
○閉会

議 会 日 誌

木
村　

静
枝

　

財
政
が
ど
ん
ど
ん
や
せ

細
っ
て
い
く
一
方
で
、
少

子
高
齢
社
会
の
要
求
は
増

す
ば
か
り
で
す
。
議
会
も

市
民
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。「
那
珂
市

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
が
今
議
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
が
、
市
民
、
議

会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
住
み
よ
い
ま
ち
に
す

る
た
め
に
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま

す
。
議
会
広
報
が
そ
の
か

け
橋
と
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

ご意見の募集について
　那珂市議会では、より良い議会だよりをつくる
ため、市民の皆様のご意見を募集します。
　ご意見については、那珂市議会事務局までお願
いします。


